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教員プロフィール 
 

 食物栄養科 講師 
 
関 戸 元 恵 （せきど もとえ） 
 

Sekido Motoe 
所属 食物栄養科 

学位 修士（栄養学）（女子栄養大学） 

資格・免許 管理栄養士 

HACCP 管理者資格（日本食品保蔵科学会） 

学歴・職歴 ＜学歴＞ 

2008 年 ３月 女子栄養大学栄養学部実践栄養学科卒業（学士（栄養学）） 

2010 年 ３月 女子栄養大学大学院栄養学研究科修士課程栄養学専攻修了 

（修士（栄養学）） 

＜職歴＞ 

2010 年 ４月 山梨学院大学健康栄養学部管理栄養学科助手（2014 年３月ま

で） 

2014 年 ４月 山梨学院短期大学食物栄養科助教（2019 年３月まで） 

2019 年 ４月 山梨学院短期大学食物栄養科専任講師（現在に至る） 

担当科目 食品衛生学総論 食品衛生学各論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 食品衛生学実験  

製菓基礎理論Ⅲ（和菓子） 製菓基礎実習Ⅲ（和菓子） 

スイーツショップ実習 栄養学各論 子どもの食と栄養 

基礎演習 卒業演習 社会人基礎力育成講座Ⅰ・Ⅱ 

専門分野 食品衛生 臨床栄養 

現在の研究テーマ 食品衛生における微生物検出システムの開発 

競争的資金等の 

研究課題 

外部資金獲得なし 

所属学会 日本栄養改善学会 日本食品保蔵科学会 日本食品微生物学会 

日本食育学会 日本給食経営管理学会 日本栄養アセスメント研究会 

メッセージ 「食は生命なり」 

栄養学は日々の生活の中で欠かすことができない、一生涯に渡って関わる素

晴らしい学問です。栄養学はあらゆる分野が関わって成り立っているもので

すので、苦手な科目があってもあきらめず学習に励んでください。苦労した

ものこそ将来きっと役に立つはずです。学問は日々進歩していますので栄養

学の未来に貢献できるよう日々取り組んでいます。２年間で食と栄養の大切

さ、健康のすばらしさに気づき、卒業後に食と栄養が実践できるようみなさ

んをサポートしていきます。 

教育 

2020 年４月～2021 年３月 

教育方針 ‘must’ではない‛best’の教育 

～教えなければいけない must の教育ではなく、学生個人に対応した教

育や意欲的に取り組める best の教育を提供～ 
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教育（つづき） 

2020 年４月～2021 年３月（つづき） 

授
業 

授業の工夫 授業時間内で学生の理解度や進行状況を確認しながら、学生個々の状況

を把握するように心がけている。授業時間外では、学生の個別指導を行

い、課題やレポートの支援、製菓衛生師試験対策も充実させている。 

＜子どもの食と栄養＞ 

食物栄養科とは異なる視点での小児栄養学の学修と、基礎的な栄養学

の知識の定着を目指している。卒業後に保育士として食育活動が円滑に

行えるよう実践活動例を提供しながら授業運営を行っている。保育士国

家試験を活用した授業運営も行っており、知識の定着やより理解を深め

る内容を提供している。 

＜食品衛生学各論Ⅲ・スイーツショップ実習＞ 

 2021 年より給食・食品製造施設で義務化される HACCP 導入に向け、食

品衛生管理の専門職として食品衛生管理のスキルアップを目指した。前

前期の食品衛生学各論Ⅲでは、HACCP による講義と演習を導入、後期のス

イーツショップ実習では実際に販売する製品の HACCP による企画・立案、

食品衛生管理を行い、通年でのアクティブ・ラーニングの要素を取り入

れた。学生自身が開発している製品の食品衛生管理を考える機会の提供

し、製造時の食品衛生管理に繋がる内容を提供している。2020 年度前期

は Zoom を活用し、例年度と変わらない学生のグループワークによるアク

ティブ・ラーニングの実践を行った。 

＜栄養学各論＞ 

栄養学の基礎知識の定着・理解を深め、さらに実生活で実践できるよ

う食事調査、身体計測、体力測定など栄養学に係る自身の生活習慣の問

題点や課題を抽出し、授業開講期間内で課題解決・改善を図っている。

アクティブ･ラーニングの要素を取り入れ学修意欲を高め、内容への理解

も深める授業を実践している。学生より自身の食生活や生活習慣の問題

点を知ることができ、実生活に役立っているとの高評価を得ている。 

授業改善のため

の取組 

最新の情報を得るために研修会（学会、セミナーなど）に参加している。

学生の興味・関心を深めるため、初回に授業内容の興味・関心の程度を

調査し、適宜授業運営に反映し、より理解を深める内容を提供している。

学生より随時授業評価を聴き、すぐに授業運営に反映するようにしてい

る。 

＜パティシエコース専門教育科目（講義）＞ 

山梨県や全国の製菓衛生師試験の過去問題を分析し、問題出題傾向や

最新の動向に重点をおいた授業運営を実施している。学生の知識の定着

を確認し、定着が不十分な場合は解説や自習課題の提供を行っている。 

＜子どもの食と栄養＞ 

保育士試験に対応した教科書の採用や授業内容を実施している。食育

に関わる文献や書籍、官公庁の HPより、最新の法規や法令、より実践的

な食育活動などについての情報収集に努めている。 

＜食品衛生学実験＞ 

自身が研究課題として実施している研究について、最新の動向や自身の

研究結果の情報提供を行っている。2020 年度は新型コロナウイルスに関

する情報提供を充実させた。 
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教育（つづき） 

2020 年４月～2021 年３月（つづき） 

ゼ
ミ 

ゼミ活動 

（卒業演習） 

（修了研究） 

２年生ゼミ生 17 名に卒業論文作成のためのゼミ活動、プレゼンテーショ

ン作成の助言と支援を行った。１年生ゼミ生 25名のドリームケーキプロ

ジェクトの活動支援を行った。 

卒業レポート・ 

修了研究テーマ 

・スイーツのトレンド―平成から令和まで― 

・カフェメニューの開発―ワンプレートランチと季節の食材を使用した

スイーツ開発― 

・天空かぼちゃを使った製品開発―甲州天空かぼちゃ祭りでのかぼちゃ

のスイーツの販売― 

・抹茶と桑の葉 

・Café Menu – Feature of the world of the café menu that fits in 

Japan -（カフェメニュー 世界各国のカフェの特徴と日本人に適した

カフェメニュー） 

課
外
活
動 

バドミントン部顧問 

 大会への出場は目指していないが、運動不足の解消や食物栄養科と保育科の学生交流の場

としてバドミントン・バスケットボールの経験有無に関わらず楽しみながら活動できるよう

支援している。 

2019 年３月以前 

主
な
教
育
業
績 

＜2019 年度＞ 卒業演習テーマ 

・「甲州天空かぼちゃ」を使ったスイーツ開発―甲州天空かぼちゃ祭りでの販売・PR 活動・

HACCP の実践―（４グループ） 

（かぼちゃファッション、クレームブリュレ、かぼちゃお汁粉、カリッと天空まんじゅう

の４製品を開発し、HACCP 実践による販売を行った。） 

・食物アレルギー対応の製菓レシピ―卵・乳・小麦を使用しない製品の開発― 

＜2018 年度＞ 

・岡本ゼミとパティシエコースの活動支援を行った 

研究 

2020 年４月～2021 年３月 

タイトル（単著・共著） 年月日 発行所、発表雑誌、発表学会等 

（著書） 

給食経営管理テキスト第４版（共著） 

2021年3月1

日 

学建書院 

（学術論文） 

Evaluation of Bacterial Contamination 

level in Pickles Sold at Wet Market in 

Cambodia - Part 1- in case of the 

samples from Kampong Cham and Phnom 

Penh（共著） 

2020 年 IJERD – International Journal of 

Environmental and Rural 

Development 

（学術論文） 

Evaluation of Bacterial Contamination 

Levels in Pickles Sold at Wet Market 

in Cambodia -Part 2- Detection of 

Several Food-poisoning Bacteria of 48 

samples from Phnom Penh（共著） 

2020 年 IJERD – International Journal of 

Environmental and Rural 

Development 
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研究（つづき） 

2020 年４月～2021 年３月（つづき） 

タイトル（単著・共著） 年月日 発行所、発表雑誌、発表学会等 

（学術論文） 

Evaluation of Acceptability of Cashew 

Apple Jam in Cambodia（共著） 

2021 年 IJERD – International Journal of 

Environmental and Rural 

Development 

（学術論文） 

女子短期大学生の「日本型食生活」に対する

意識と食生活状況との関連（共著） 

2021 年 山梨学院短期大学紀要第 41 号 

   

（その他：学会発表（誌上）） 

製菓開発における HACCP の実践（共同研究） 

2020年9月2

日 

第 67 回日本栄養改善学会学術総会 

（その他：学会発表（誌上）） 

カンボジア王国プノンペンマーケットで販

売される漬け物の衛生調査 

2020 年 6 月

26 日 

日本食品保蔵科学会 

第 69回大会（東京大会） 

2020 年３月以前（主なもの） 

タイトル（単著・共著） 年月日 発行所、発表雑誌、発表学会等 

（著書） 

給食経営管理テキスト第３版（共著） 

 

2019 年 3 月

31 日 

 

学建書院 

（学術論文） 

「栄養指導実習」における模擬授業の実践

の学習効果についての検討―テキストマイ

ニングの手法を用いた自由記述内容の分析

―（共著） 

 

2020 年 3月 

 

山梨学院短期大学紀要第 40 巻 

（その他：学会発表（口頭・示説）） 

「接触平板試験による食品衛生管理での

手洗い操作の検討」（共同） 

 

2019 年 3 月

10 日 

 

日本栄養改善学会関東・甲信越支部

第６回学術総会 

（その他：学会発表（示説）） 

「栄養士養成における模擬授業実施後の

評価―学生の栄養教育実践力向上のため

の課題の検討―」（共同） 

 

2018年9月4

日 

 

第 65 回日本栄養改善学会学術総会 

（その他：学会発表（示説）） 

「栄養士養成における卒業時の質保証に関

する試み」（共同） 

2018年9月4

日 

第 65 回日本栄養改善学会学術総会 

（その他：学会発表（口頭）） 

「手指殺菌後のグローブジュース法による

除菌率の検討」（共同） 

2018 年 6 月

23 日 

日本食品保蔵科学会第67回大会（山

梨大会） 

（その他：学会発表（示説）） 

栄養指導実習の模擬授業実施後における自

己評価の自由記述の「用語」分析（共同） 

 

2019年9月7

日 

 

第 66 回日本栄養改善学会学術総会 

（その他：学会発表（示説）） 

栄養士養成校における「卒業時の質保証の

強化」を目的とした外部評価試験の充実に

向けた取組（共同） 

 

2019年9月6

日 

 

第 66 回日本栄養改善学会学術総会 
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研究（つづき） 

2020 年３月以前（主なもの）（つづき） 

タイトル（単著・共著） 年月日 発行所、発表雑誌、発表学会等 

（その他：学会発表（口頭）） 

小麦粉を使用した製菓・製パン製品におけ

る生菌数の検討（共同） 

 

2019 年 6 月

23 日 

 

日本食品保蔵科学会第 68 回大会（福

岡大会） 

（その他:学会発表（示説）） 

短期大学生の「日本型食生活」に対する意識

と食生活状況（共同） 

 

2019年6月9

日 

 

第 8 回日本食育学会学術大会 

社会貢献 

 産官学連携、高大連携、研修会講師、学外委員会活動、学会活動、講演会、等 

2020 年４月～2021 年３月 

・FM-KOFU「IMADOKI☆JAM」の「すすめ！ヴァンフォーレ女子」出演（2020 年 5月 30 日） 

・日本栄養士会 TNT Geriatric for Dietitian e ラーニングモニター（山梨県栄養士会研究教育

事業部）（2020 年 4月～5月） 

・系列高校親子説明会での短期大学紹介プレゼンテーション（2020 年 8月 28 日） 

・笛吹高校との連携事業参加（2021 年 3 月 18 日） 

・「令和２年度民間保育士等キャリアアップ研修」講師（2021 年 3 月 19 日） 

・山梨県栄養士会教育研究事業部研修会「コロナ禍における授業・実習の実例紹介」講師（2021 年

3 月 31 日） 

・山梨大学医学部小児科主催「やまびこの会」栄養スタッフ責任者（2015 年～現在に至る） 

・山梨県栄養士会栄養ケア検討委員会委員（2017 年～現在に至る） 

・女子栄養大学香友会山梨支部総会研修会運営委員・若手会員代表（2017 年～現在に至る） 

2019 年３月以前（主なもの） 

・農林水産省主催「第 14 回食育推進全国大会 in やまなし」＆「ヴァンフォーレ甲府」連携キ

ャンペーン V-action～食で勝利をつかめ～第 1 弾イベント ヴァンフォーレ甲府の選手

と楽しむ体幹アップゲーム＆Vごはんランチタイム 講師（2019 年 2 月 23 日） 

・山梨大学医学部小児科主催「やまびこの会」栄養スタッフ（2011 年～現在に至る）、栄養スタッ

フ責任者（2015 年～現在に至る） 

・山梨県栄養士会栄養ケア検討委員会委員（2017 年～現在に至る） 

・第 67 回日本食品保蔵科学会山梨大会運営委員（2017 年 12 月～2018 年 7月） 

・女子栄養大学香友会山梨支部総会研修会運営委員・若手会員代表（2017 年～現在に至る） 

・女子栄養大学香友会中部ブロック研修会山梨大会運営委員（2018 年 6月～11月） 

受賞 ※個人、所属団体 

・2020 年度山梨学院スチューデンツ・オブ・ザ・イヤー賞（パティシエコース 2年生 17名対象） 

 


